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睡眠覚醒がどのような神経で調節されているのか、また睡眠中に記憶がどのように

制御されているのか良く分かっていない。メラニン凝集ホルモン産生神経(MCH神
経)に着目し、睡眠覚醒と記憶の制御メカニズムについて検討を行った。MCH神経
は、視床下部に少数の細胞体が存在し、そこから脳のほとんどの領域に投射してい

る。これまでに MCH神経に光遺伝学を適用して活性化させると、ノンレム睡眠か
らレム睡眠に移行することを報告している。MCH神経の時期特異的な脱落マウス
を作成し、生理的役割について検討した。MCH神経脱落マウスの記憶を新奇物体
認識試験にて評価すると非脱落対照群マウスと比べて有意に記憶が良くなっている

ことを新たに見いだした。一方、薬理遺伝学や光遺伝学を用いた MCH神経活動の
活性化では、恐怖記憶を減弱または、消去できる可能性を示した。このように睡眠

覚醒調節に重要な視床下部神経が、睡眠覚醒調節だけでなく記憶の制御にも関わっ

ていることが明らかになった。

どうぞ奮ってご参加ください。
（担当：分子神経生物学分野）
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